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単一事例研究法を用いた車いすマラソン選手のコンディショニングに関する研究
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要旨:健常者アスリートと障害者アスリートの大きな違いは，障害の有無である．その障害は一人ひとり違い，

障害特性に応じたコンディショニングが望まれる．しかし，障害者アスリートにとり競技環境は十分とは言え

ない．そこで,健常者スポーツで行われている，単一例研究法を用いたコンディション評価を実施した結果，

選手個人のコンディショニング手法として活用できる可能性が示唆された
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２方法

以下の手順で行われた．

主観的コンディション質問紙を用いた主観的コンディシ

ョン評価

（１）選手自身による主観的コンディションの質問用紙の

記入

（２）因子分析による被験者における主観的コンデ

ィションの変動要因の抽出

（３）ランダマイゼーション検定による各週におけ

る主観的コンディション変動の検討

１．はじめに

近年，車いす陸上競技ではプロ選手が誕生しているとい

う測犬もあり，選手を取り巻く環境は変化している．

奥田は，障害者スポーツの「競技環境へのサポート」に

対する理学療法士の取り組みとして，①コンディショニン

グ，②スポーツ傷害の予防・ケア，③リスク管理，④コー

チング,⑤クラス分け,⑥スポーツ用補装具の開発･研究，

⑦各競技大会やレクリエーション活動などの運営やボラン

ティア参加等を提示している[11スポーツを実施していく

上では，障害特性を十分に考慮した各種研究や補装具の開

発等は常に重要な課題であり，各分野において活発に研究

が進められている［2.3.45]．

このように，｜造害者スポーツに応じて様々なサポートが

必要であるが，なかでも特にコンディショニングについて

の研究は進んでいないのが馴犬である．そのためにまず取

り組むべきことは，一歩先に進んでいる健常者の競技スポ

ーツで行われているコンディション評価とコンディショニ

ング手法を参考に障害者スポーツの特性を考慮し，障害者

スポーツのためのコンディション評価とコンディショニン

グ手法を検討することであると考える．

従来のコンディショニング研究のデータ評価法は，グル

ープ比較研究が主である．しかし障害特性がまちまちな障

害者アスリートにとって｢他者との比較｣ではなく，「自身の

変化」を捉えることの方が重要ではないかと考える．

そこで，本研究では単一事例研究の手法を用いて車いす

マラソン選手における大会期間を通したコンディション変

動を把握し，コンディショニング手法としての有用性を評

価・検討することを目的とした．

３対象

被験者は車椅皇子マラソン選手で国際大会へ出場経験を持

つ選手である．被験者には調査・測定の詳細を説明し，途

中で辞退できることを理解させた上で参加の同意を得た．

被験者は１名であり，選手の身体的特徴を表１に示す．

本研究では、脊髄損傷による胸髄１２完全麻曄者を被験

者とした．

被験者の損傷部位からは，下部腹壁反射以下の反射機能

消失，両｣二肢に問題のない日常生活の自立した男性を選出

した．

合併症として，左股関節の異所性骨化があるが経過観察

中であり本研究実施時には問題のないものであった．

４測定期間

測定期間は，２００５年９月１０Ｈから２００５年１１月６１三｜

までの５７日間で，２００５年９)］２５日には全国車)|奇子マラ

ソン大会，２００５年１０月３０日には大分国際E|］､椅子マラソ

ン大会の２大会に出場した期間を含む期間に実施した．
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④メディカルコンディション：体調，食欲，便通，内

科的・整形外科的疾患
表１車いすマラソン選手の身体的特徴

竈纒薪糊譲》』》『糯

１７０cｍ

５引く９

５４歳

男

脊髄損傷

胸髄１２

胸髄１２の脊髄損傷による完全麻庫

約36年

Ｔ５４

車いすバスケット１０年

車いすマラソン２０年

(匡l祭大会ハーフベスト１０２回

測定方法に関しては、質問紙法を用いたモニタリング用

紙に記入してもらい，評価iは５：よい，４：まあまよい，

３：普通，２：やや悪い，１：悪い，の５件法尺度を用い，

起床時」し柏数，血圧，体温.，｜|郵民時間，内科的疾患，外科

的疾患に関しては選手自身の記入法を用いた．また，便通

のみ３段階とした．

記入に際して，フィジカルコンディションは練習施行時

の練習終了後に，生理的コンディションは起床後に，メン

タルコンディション，メディカルコンディションは就寝前

と記入時間の設定を行い毎日実施した（表2)．表２主観的コンディションチェックシート

<起床時記入＞

■■■腿■塁！■田圏塁肥NIH函團､墓四囲蘆■ 6．分析方法

6-1因子分析

被験者における]掴的コンディションの変動要因を検

討－１－るために,探索的因子分析を行った.調査項目の中で，

欠損値の多い項目および共通`性の著しく低い項目は削除し

た．主囚子怯により固有｛直Ｌｏ以｣この因子を抽出し，プロ

マックス同転により因子分析を行い，負荷量が０４以上の

項目に関して，回帰法により因子得点を算出した．

6-2ランダマイゼーション検定

単一事例研究のデータ評価法として推奨されている［7］

ことから，本研究でも使用した．

全測定期間における各週の主観的コンディション変動を各

項目間で有意差を検討し，主要因子を特定するために，解

析ソフトrandibmにて検定を行った．危険率は5％未満と

10％未満を有意水準とした．

<就寝時記入＞

７結果

7-1因子分析

質問紙による主観的コンディションの変動要因を検討す

るために，主因子分析および斜交プロマックス開放による

探索的因子分析を行った．この結果，質問紙の質問項目か

ら以下のような因子が抽出された．結果を表３に示す．

高い負荷値を示した第１因子の変量は，「練習中の体の

軽さ｣，「練習中の腕の動きやすさ｣，「練習中のスピードの

出易さ｣，「練習中のスタミナ｣，「起床時心拍数」の５変量

であった．

２番目に高い負荷{1画を示した第２因子の変量は，「精神状

態｣、「心身両面の状態」の２変量であった．

３番I]に高い負荷値を示した第３因子の変量は,「練習即

離｣，「練習時間｣，「周囲への注意」の３変量であった．

４番目に高い負荷値を示した第４因子の変量は,「収縮期

血圧｣，「拡張期血圧｣，「疲労感」の３変量であった．

５番目に高い負荷値を示した第５因子の変量は，「I卿民

時間｣，「便通」の２変量であった．

測定項目はコンディションをフイジカルコンディション，

メンタルコンディション，生理的コンディション，メディ

カルコンディションの４つに分類した．以下に示す．

①フィジカルコンディション：疲労,練習中の体の動

き，練習時間，走行距離

②メンタルコンディション：糊申状態

③生理的コンディション:起床時'し柏数,lil圧,体温，

睡眠時間
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車椅子マラソン選手のコンディショニング

「練習時の走行１１鴎ｉｆ」では，２週間目と４週間I]’２週

間目と５週間'二|で有意差が認められ（p<005)，２週間

目と３週間目，２週間目と６週間'三１，５週間目と７週間

「|で有意な傾向が認められた（p<0.1)．

｢練習時間」では，１週間lElと５週間目，２週間目と３週

間目，２週間目と４週間'三１，２週間目と５週間['’５週

間目と６週間|=１，５週間目と７週間l=|で有意差あり

（p<００５１１週間目と２週間目２週間目と６週間目で

表３因子負荷量および因子間相関
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表４フィジカルコンディション
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7-2ランダマイゼーション検定

５７日間の測定期間毎日の記入により得られた５段階

指標を，ランダマイゼーション検定により各項Ｆ１間の１

週間ごとの相関を検討した．危険率は有意水準５％未満

を有意差ありとし,１０%未満を傾向ありとしIlll出した(表

4,5,6,7,8)．
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ｉｆ通①フィジカルコンディション（表4）

１日を通しての｢疲労感」では,２週間目と５週間目，

２週間目と８週間目，５週間目と７週間'二１，６週間ロと７

週間目６週間目と８週間'二１，７週間目と８週間目で有意

差が認められ（p<005)，３週間目と５週間上'’３週間|］

と８週間目，４週間目と８週間目で有意な価向が認めら

れた（p<o､1)．

練習における体調および練習内容から，「腕の動き」で

は，２週間にＩと８週間目，４週間'二|と８週間'三１，６週間

日と８週間|｣で有意な傾向が認められた（p<0.1)．

練習時におけるレーサー駆動時に感じる「スピード」

では，２週間目と８週間目，４週間１－１と８週間'三'’５週

間目と８週間目，７週間目と８週間

目で有意な傾向が認められた（p<Ｃｌ）

練習時間の延長に伴い感じられる「スタミナ」では，

４週間Ｆ１と８週間目，６週間目と８週間'三|で有意差が認

められ(p<００５)，５週間目と８週間|]で有意な傾ｒ１が認

められた（p<Ｃｌ）

練習時の外部環境への注意として｢周囲への注意｣では，

有意差は認められなかった．

レーサー駆動時に感じる「体の軽さ」では，４週間日

と６週間目で有意な傾向が認められた（p<０１)．
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日，１週間目と５週間目，1週間目と６週間ロ，１週間

目と８週間'二１，２週間目と３週間目，２週間日と５週間

目，２週間目と６週間目，２週間目と７週間目，２週間

目と８週間目，３週間目と４週間目，４週間目と５週間

ロ,４週間目と７週間目で有意差が認められ(p<0.05)，

1週間目と７週間目，２週間目と４週間目で有意な傾向

が認められた（p<Ｃｌ)．

｢便通」では，有意差は認められなかった．

②メンタルコンディション（表5）

１日を通しての「糊申状態」では，１週間目と３週間

ｌ]’２週間目と３週間目，３週間|］と７週間目で有意兼

が認められた（p<0.05)．

②

表５メンタルコンディション
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③生理的コンディション（表6）

「起床時心拍数」では，１週間目と７週間目で有意差

が認められた（p<0.05)．

「収縮期血圧」では，有意差は認められなかった．

「拡張期血圧」では，２週間目と４週間目，５週間目，

6週間目，７週間ロで有意差が認められた（p<００５)．

「起床時体温」では，２週間目と５週間目で有意な変動

がある（p<０．０５)，２週間目と６週間'三1で有意な傾向が

認められた（p<0.1)．

「睡眠時間」では，１週間目と７週間'－１，４週間目と７

週間[１，５週間'三1と７週間'三１，６週間目と７週間目で

有意差が認められ（p<００５)，５週間|=|と６週間日，５

週間[1と８週間目,で有意な傾向が認められた(p<０．１)．
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表６生理的コンディション

最後に心身両面からみたものとして,｢総合的コンディシ

ョン」を設定した（表８)．結果は，１週間|]と３週間目，

2週間'二|と３週間'三１，３週間ロと４週間目，５週間目，６週

間目，７週間目，８週間目とそれぞれで有意差が認められ

た（p<０．０５）

超同調血圧

1Ｗ２Ｗ３Ｗ４Ｗ５Ｗ６Ｗ７Ｗ

岫
泓
醐
軸
靹
勧
、
鋤

９
４
６
６
５
１
８

渦
興
姐
卵
泌
３
妬

７
９
２
９
２
５

刀
肌
田
如
犯
鋼

928

679

789

498

929

499

571

300

767

365

121

968

843

649６６７

lCP味烈Ｉ５９未閨Ｉ

取牙UuHmPF

Ｍ２Ｗ３Ｗ４Ｗ５Ｗ６Ｗ７Ｗ

表８総合的コンディション、
甜
靹
軸
鈴
財
が
帥

Iｗ２Ｗ３Ｗ４Ｗ５Ｗ６Ｗ７Ｗ

唖
靭
晒
”
、
廼
晒

'51

60,

929

874

870

747

岫
靹
靹
靹
鋤
帥
、
晩

籾
剛
迦
加
班

迎
鋤
四
四
ｍ
型
、

Ｉ
１
１
１
１

４７Ｊ

831

1000

９６０

３
Ⅱ
１
１
７
１

０
妬
柘
柘
妬
妬

819

925

495

５
５
５
５
５

０
０
０
１
０

1000

９１５９４４

皿
皿
ｍ
ｍ

Ｉ
１
１
Ｉ

皿
ｍ
ｍ

Ｉ
－
－

1CP糧循型ｉ9t未満 IOOO

1CCOpOO

IOP瞳Ｉご岡５℃Iごり田llZ5FH駒、汗

Iｗ２Ｗ３Ｗ４Ｗ５Ｗ６Ｗ７Ｗ

Ｍ
勘
帥
靹
琳
財
、
跡

叩
咽
迩
皿
卸
魎
油

以|このことから，国内大会前後１週間に相当する２週間

１１と３週間'二|に，関連』性の高い項目は，「練習時間｣，「緒

ｲ''１状態｣，「総合的コンディション」の３項｢Iであり，次に

'對連|ｿ|ﾐが高い傾向がある項'三Ｉは，「走行11醜ＩＩｉ」の１JIII]で

あった．

大会２週間前と大会後１週間に｜:'1当する１週間'三1と３週間

'三|との間で関連`'１１'三の高い|天'千は，「食欲｣，「精神状態｣，「総

合的コンディション」の３因子であった．

また，同|際大会前後１週間に|M当する７週間｢|と８週間

｢1に，関連性の高い唄日は，「疲労感」の１項｢|であり，

次に関連性の高い傾|ｲﾘがある項rlは，「スピード」の１１１〔

ｎであった．

噸
、
犯
叩
鯛
、

'８５

２６４

１３０

３２６

５１７

価
迦
ｍ
ｍ
Ｉ
Ｉ

３
１
６

恥
例
印 田２

９７１911

1CPU未；畠５q津酒

嫁昌

Iｗ２Ｗ３Ｗ４Ｗ５Ｗ６Ｗ７Ｗ

Ｍ
鋤
靹
靹
射
財
、
蹄

西
８
１
４
７
７
９

３
狐
田
妬
犯
巧
卯

９２４

１４８

２９

５３

７７６

８１３

卵
迦
迦
呵
籾

２
３
６
９

棚
型
氾
泌

ＭＯ

ｍ８

２８４

320

216７３５

10%未過Ｉ５９ウド5K日

④メディカルコンディション（表7）

「体の調子」では，有意差は認められなかった．

「食欲」では，１週間目と２週間ロ，１週間目と３週間
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車椅子マラソン選手のコンディショニング

大会２週間前と大会後１週間に相当する６週間目と８週

間目との間で関連性の高い項目は，「疲労感｣，「スタミナ」

の２項目であった．

主観的コンディション評llliの結果から，コンディション

づくりを行う上で，本被験者にとっての注意すべきコンデ

ィション項目が抽出された．

有意差の見られなかったものに「便通」があるが，本被験

者の場合，脊髄損傷による排便機能障害により自力排泄が

困難であるため，定期的な排便コントロールを行ってきた

結果によるものであった．

度の２要因が大会に影響した因子であるとiliI釈した．

主観的コンディション訶価の結果から，本被験者にとっ

てコンディショニングを行っていく上での具体的指標はフ

ィジカルコンディションであることが明らかとなった．こ

の結果を利)|]し今後，コンディショニングを行う|際の指標

とすることでパフォーマンスとの関連性を検討することが

可能となると考えられる．

以｣二のことから，主観的コンディション評価である質問

紙法は，簡便で被験者が自身の生活全般を見直すツールと

しても有用であったと考えられる主観的コンディション

討価の有用性を示唆した,高倉[8],衣笠[9]らの報告と同様，

単一事例研究のデータ評価法として推奨されているランダ

マイゼーション検定を)Hいた事で，被験者の個別性を考慮

したコンディション評ｲiIliが行えたと考えられる．

一方，測定を通して被験者より問題点や改善点の指摘を

受けた．その一つは，主観的コンディション評価である質

問紙についてであり，当初紙媒体を準備していたが，現在

のＩＴ環境では物理的にもメールでのやり取りが有効との

意見があり，早急に変更した経緯があった．また，大会が

近づくにつれ|(餅[}'的安定が崩れ，日頃は気にならずに記人

頂いていた項目についても「項目数が多い」との意見もあ

った．またフィードバックの問題もあり，本被験者におい

てもサポートスタッフは多く，医師,所属チームのコーチ，

競技川車いすのメカニック等が関わっている．今回得られ

た結果はもとより，今後コンディショニング手法を実施す

るにあたり複数のスタッフとの情報共有ならびに情報交換

のツールとしての利用についても検討していくことが必要

であると考える．

８考察

競技スポーツにおけるコンディション評価とコンディシ

ョニング手法を障害者スポーツでも利用するためには、い

くつかの点で障害特性を考慮:していくことが必要である、

主観的コンディション評llliの結果は，因子分析からは，

本j被験者の主観的コンディションの変動要因として５つの

因子が抽出された（表3)．その中で，最も主観的コンディ

ションに影響を与えているlXl子（第１因子）は５変量から

なっており，被験者が練習中に感じた身体状態に関する項

目を含んでいるため，「練習時の体調」と解釈した.

第１因子の次に主観的コンディションに影響を与えている

因子（第２因子）は２変量からなっており，練習の有無に

関係なく感じる心身両面に関する項ロであったため,「心理

的安定」と解釈した．

次に主観的コンディションに影響を与えている因子（第

３因子）は３変蛾からなっており，練習に関する項I]であ

ったため，「練習時における集中度」と解釈した．

第３因子の次に主観的コンディションに影響を与えてい

る因子（第４１Ｋ'十）は３変還からなっており，起床時の

身体状況ならびに心理的状態に関する項目を含んでいるた

め，「朝の状態」と解釈した．

最後に主観的コンディションに影響を与えている因子

（第５因ｆ）は２変量からなっており，身体体調管理に関

する項目であったため，「生活のリズム」と解釈した．

ランダマイゼーション検定の結果から，大会前２週間お

よび１週間と大会後１週間との間で相関が認められた項日

から，主観的コンディション評価より大会に影響する項目

を抽出することが出来た．

国内大会前後１週間では，「練習時間｣，「精神状態｣，「総

合的コンディション」の３項目で，次に「走行lEljWf」の1

項|=|のⅡ頂で高い関連性があった．また，大会２週間前と大

会後１週間では，「食欲｣，「樹｢'１状態｣，「総合的コンディ

ション」の３項目であったことから，大会に向けての練習

量と大会に向かう心理的ストレスの２要UJが大会に影響し

た'五'千であると解釈した．

｜工|際大会前後１週間では，「疲労感｣，次に「スピード」

のにおいて高い関連性があった．また、大会２週間前と大

会後１週間では，「疲労感｣，「スタミナ」の２項目であっ

たことから，練習時に感じるストレスならびに練習の疲労
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The research on the conditioning of the wheelchair marathon

player using the single case study method.
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Abstract: A large difference between healthy and the disabled athletes is the presence of disability. Disabled athletes have

differences in characteristic of their disabilities, and hence different conditioning is desired for each. However, the sports

environment for the disabled athletes is far from satisfactory. We have applied the single example research method used in

evaluating healthy athletes, and had been indicated that the same method can be applied to conditioning of the disabled

athletes as well.
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